
-1一
審発行愛媛県喜多郡長浜町役場観2)1111番編集…文書広報課毒事昭和5]年4月25日発行229号印刷堀井印刷所

睡ヨ事診

〈一回

子どもは家の宝、地域の宝、国の宝。子どもを健全に育てる

ということは、健全なわが家、健全な地域、健全な社会を育

てる之と。

児童福祉法の総則では、国民のすべてが児童福祉のため

に努力しなければならないこと、国および地方公共団体

は児童の保護者とともにその責任があることを表明し

ています。

国や地方公共団体における児童福祉施策では児

童扶養手当制度、児童手当制度、保育所の開設

特別福祉手当制度、災害遺児福祉手当制度、

重度心身障害児福祉手当制度、心身障害者

扶養共済制度、心身障害児家庭奉仕員(ホ

ームヘルパー)の設置、児童文庫の設

置、母親クラブの結成ーなどがあり、

健全育成に欠ける児童や恵まれな

い立場の児童に特に福祉の手が

差し延べられていますが、決し

てごれで落ちこぼれがないとか、

精神的にも物的にも児童福祉が

j荷たされているというわけでは

ありません。

皆さんのご家庭においても、

わが家の児童対策は今のままで

よいかどうか、保護者としての

立場から何が欠け、何が必要か、

この機会に反省をしてみていた

だき、共に児童の幸福と健全育

成のための改善に努力を払って

いきたいものです。(5月5日

-11日=児童福祉週間)

元気いっぱい、出海保育所のチピッ子たち
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五
十
一
年
長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
が
三
月
十
六
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

の
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
五
十
一
年
度
の
長
浜
町
行
政
の
計
画
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
議
会
で
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
五
十
一
年
度
予
算
を
は

じ
め
条
例
改
正
案
な
ど
全
部
で
二
十
七
件
で
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
。
ま
た

こ
の
ほ
か
陳
情
文
書
一
件
を
含
む
報
告
案
件
三
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

町
長
の
五
十
一
年
度
施
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
模
様
の

あ
ら
ま
し
を
招
介
し
ま
す
の
で
、
五
十
一
年
度
の
長
浜
町
行
政
の
あ
り
方
を
ご

判
断
く
だ
さ
い
。

議案を手に51年度の長浜町政のあり方を審議する各議員

鶴
田
一
援
の
撞
政
方
針
漬
説
額
要

議
案
審
議
を
前
に

町
長
は
五
十
一
一
年
度

の
施
政
方
針
を
表
明

し
ま
し
た
。
そ
の
内

の
通
り
。

容
の
あ
ら
ま
し
は
次

施設方針を述べる菊地町長

現
下
の
国
家
社
会
の
す
う
勢
は
、
経

済
の
不
況
を
中
心
と
し
て
政
治
、
行
財

政
、
産
業
、
思
想
文
化
の
各
般
に
わ
た

り
、
極
め
て
厳
し
い
困
難
の
道
程
に
あ

る
。
そ
の
第
一
は
経
済
界
に
お
け
る
生

産
の
落
ち
込
み
、
こ
れ
に
附
随
し
て
生

じ
て
い
る
倒
産
、
雇
用
の
収
縮
(
失
業

問
題
)
。
第
二
は
、
乙
の
経
済
不
況
か

ら
必
然
的
に
生
じ
て
く
る
中
央
、
地
方

を
通
じ
て
の
財
政
危
機
の
問
題
。
第
三

は
、
政
治
を
は
じ
め
住
民
生
活
、
文

化
、
思
想
な
ど
、
社
会
現
象
各
般
に
深

い
ひ
ず
み
と
混
迷
の
様
相
が
増
大
し
て

い
る
こ
と
。

わ
が
町
の
現
状
も
平
均
的
な
も
の
を

は
る
か
に
越
え
た
も
ろ
も
ろ
の
厳
し
い

問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は

臨
海
工
業
開
発
が
停
と
ん
を
き
た
し
、

悪
く
す
れ
ば
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
社

会
資
本
の
一
部
ま
で
失
い
兼
ね
な
い
重

大
危
局
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ζ

と
。
も
う
一
つ
は
、
安
定
成
長
、
減
速

経
済
に
伴
っ
て
臨
海
工
業
開
発
の
テ
ン

ポ
が
ゆ
る
ん
だ
過
渡
期
的
な
期
聞
に

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
と
い
う
計
画

の
見
直
し
を
早
急
に
や
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
で
あ
る
。
そ
の
他

に
も
あ
げ
れ
ば
幾
つ
で
も
特
質
が
あ
ろ

う
が
、
以
上
の
二
点
は
余
程
周
到
な
決

意
を
も
っ
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
考

'える。

基

本

方

針

す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
る
長
浜
町
振

興
基
本
構
想
の
実
現
の
た
め
に
当
面
は

何
を
重
点
的
に
選
択
し
推
進
し
て
ゆ
く

か
と
り
つ
具
体
的
な
指
向
が
課
題
で
あ

り
、
次
の
三
点
を
設
定
し
て
み
た
。



二
は
、
臨
海
工
業
開
発
は
例
え
ど
の

よ
う
な
困
難
、
障
害
が
あ
ろ
う
と
も
絶

対
に
断
念
で
き
な
い
、
断
念
す
、
べ
き
で

な
い
町
発
展
の
唯
一
の
大
黒
町
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
せ
ん
明
し
、
こ
の
基
盤

に
立
脚
し
て
町
産
業
経
済
の
振
興
努
力

を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
確

認
す
べ
き
だ
と
思
う
。
か
つ
て
の
高
度

経
済
成
長
時
代
の
感
覚
で
は
到
底
開
発

は
推
進
で
き
な
い
の
で
、
短
期
決
戦
を

切
り
替
え
戦
略
を
練
り
直
す
必
要
が
あ

る
。
五
十
一
年
度
は
県
と
の
遠
山
間
、
政

治
力
の
活
用
な
ど
に
よ
っ
て
動
き
の
止
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詣

初

予

算

決

ま

る

ま
ず
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
当
初
予
算
が
次
の
通

り
決
ま
り
ま
し
た
。

予
算
@
組
み
方
は
、
国
、
地
方
と
も
に
経
済
不

況
、
財
政
危
機
の
と
き
で
あ
る
た
め
骨
格
予
算
主
義

(
当
面
必
要
な
も
の
、
財
政
見
通
し
の
あ
る
も
の
な

ど
だ
け
を
組
み
、
補
正
予
算
で
補
っ
て
ゆ
く
方
法
〉

と
な
っ
て
い
ま
す
。
(
)
内
は
前
年
比
。

重品麗譲

マ
一
般
会
計
(
八
・
二
Mm
増
)

十
八
億
一
千
九
百
五
十
一
万
七
千
円

マ
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
(
七
e

一
労
減
)

三
億
九
千
八
十
二
万
一
千
円

マ
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
特
別
会
計
(
一

O

九
。
二
一
Mm
増
)二
千
七
百
十
五
万
一
千
円

マ
港
湾
施
設
特
別
会
計
(
二
・
二
%
増
)

九
百
五
十
三
万
八
千
円

マ
青
島
航
路
特
別
会
計
〈
二
七
e

一
筋
増
)

千
八
百
十
五
万
九
千
円

マ
水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
予
定
額
H
四
千
八
百
四
十
二
万
四

千
円
、
収
益
的
支
出
予
定
額
日
四
千
三
百
三
十
三

万
八
千
円
。
資
本
的
収
入
予
定
額
日
な
し
、
資
本

的
支
出
予
定
額
H
H
五
百
九
十
八
万
三
千
円

マ
工
業
用
水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
予
定
額
H
U
二
千
六
万
八
千
円
、
収

益
的
支
出
予
定
額
リ
一
千
八
百
九
万
九
千
円
。
資

本
的
収
入
予
定
額
川
け
な
し
、
資
本
的
支
出
予
定
額

U
五
百
七
十
六
万
九
千
円

マ
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
(
四
七
@
五
銘
減
)

六
百
八
十
八
万
八
千
円

マ
住
宅
改
修
資
金
貸
付
特
別
会
計
(
三
三
・
五
労
増
)

千
三
百
六
十
万
一
千
円

一
:
・
景
気
浮
揚
対
策

の
問
題

ニ
:
・
開
発
へ
の
新
し

い
攻
撃
開
始
と
こ

れ
に
関
連
す
る
地

域
防
衛
の
問
題

三
:
減
速
経
済
、
安

定
成
長
経
済
に
対

す
る
諸
施
策
の
見

直
し
の
問
題

一
は
、
公
共
事
業

の
大
幅
な
推
進
に
よ

っ
て
経
済
界
に
有
効

需
要
の
刺
激
を
起
こ

し
、
そ
の
波
及
的
効

果
に
よ
る
生
産
の
拡

大
と
、
こ
れ
に
伴
う

一
一
雇
用
の
促
進
と
国
民

所
得
の
確
保
を
は
か

り
、
国
民
生
活
と
国

内
生
産
両
面
の
安
定

成
長
を
実
現
す
る
と

い
う
国
の
姿
勢
に
呼

応
す
る
こ
と
で
あ

り
、
わ
が
長
浜
町
で

も
財
政
は
厳
し
い
が

公
共
事
業
、
投
資
的

建
設
事
業
は
思
い
切

っ
た
積
極
的
、
意
欲

的
な
取
り
組
み
を
す

べ
き
年
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

っ
て
い
る
臨
海
の
ど
こ
か
に
一
点
二
点

の
初
動
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
精
力
的
な

活
動
を
重
点
に
数
え
た
い
。
一
方
、
ス

ト
ッ
プ
し
た
フ
ェ
リ
ー
、
国
鉄
内
山
線

開
通
に
伴
う
諸
問
題
、
国
道
三
七
八
号

線
の
早
期
整
備
促
進
!
な
と
の
問
題
は

地
域
の
防
衛
と
い
う
べ
き
側
面
で
五
十

一
年
度
は
全
力
を
あ
げ
て
目
的
達
成
に

ま
い
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
は
、
減
速
低
成
長
時
代
に
備
え
て

そ
の
転
換
期
に
あ
る
現
今
の
歩
み
を
い

か
に
規
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
財
政
の
極
端
な
ひ
っ
迫
時
代
に
あ

っ
て
は
大
き
な
財
源
を
要
す
る
計
画
を

つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
そ
の
要
締
の
基
本
は
、
地
域
の
優
位

性
確
保
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
積
み
重
ね

と
近
代
的
社
会
資
本
の
蓄
積
を
こ
つ
こ

つ
と
休
み
な
く
続
け
て
ゆ
く
こ
と
に
あ

る
。
基
盤
整
備
の
う
ち
公
共
用
施
設
に

つ
い
て
は
、
量
の
拡
大
も
も
ち
ろ
ん
内

容
の
充
実
に
重
点
を
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
い
う
基
本
態
度
に
立
っ

て
全
般
的
に
過
去
の
計
画
の
総
見
直
し

を
し
て
ゆ
く
こ
と
を
重
点
方
針
の
中
に

加
え
る
べ
き
だ
。

具

現

策

の

特

質

以
上
の
三
点
の
基
本
方
針
を
ど
の
よ

う
に
具
現
す
る
か
、
そ
の
特
質
的
な
も

の
は
:
:
・

一
は
、
景
気
浮
揚
対
策
と
最
も
重
要

な
関
係
に
あ
る
財
政
運
営
対
策
を
考
え

た
い
。
人
件
費
は
引
き
続
き
欠
員
不
補

充
の
方
針
を
堅
持
、
少
数
精
鋭
主
義
の

執
行
態
勢
を
は
か
り
、
物
件
費
は
必
要

最
少
限
度
の
も
の
に
限
定
、
新
規
的
施

策
や
購
入
は
極
力
押
え
て
ゆ
く
。
た
だ

し
最
重
点
施
策
で
そ
の
目
的
達
成
に
必

要
な
経
費
は
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
各
種
団
体
な
ど
に
対
す
る
補
助

負
担
金
な
ど
も
、
建
設
事
業
費
補
助
は

別
と
し
て
極
力
伸
び
を
押
え
ぎ
る
を
得

な
い
。
こ
の
よ
う
な
苦
肉
の
策
を
と
り

な
が
ら
一
般
財
源
の
中
か
ら
建
設
事

業
に
回
せ
る
財
源
を
少
し
で
も
増
や
し

て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
。

二
は
、
景
気
浮
揚
対
策
に
よ
り
経
済

界
が
視
界
ゼ
ロ
か
ら
脱
却
し
て
あ
る
一

定
の
見
通
し
に
立
っ
て
動
き
始
め
る
年

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
機
に
乗
じ
て

手
が
か
り
足
が
か
り
を
つ
か
ん
で
お
く

こ
と
が
絶
対
至
上
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

こ
の
問
題
は
議
会
の
政
治
的
な
力
に
童

心
を
お
き
、
県
お
よ
び
中
央
の
よ
り
高

度
な
政
治
力
の
緊
密
な
結
び
つ
き
、
そ

の
総
合
的
な
カ
で
問
題
解
決
に
当
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
は
、
例
え
ば
長
浜
中
心
市
街
地
で

の
国
道
路
線
選
定
問
題
、
今
後
の
港
湾

改
修
の
方
向
、
役
場
庁
舎
の
位
置
や
規

模
な
ど
基
本
的
な
公
共
施
設
の
問
題
も

す
べ
て
工
業
開
発
を
抜
き
に
し
て
は
明

確
な
答
え
を
得
る
こ
と
は
む
つ
か
し

い
。
さ
ら
に
そ
れ
に
も
増
し
て
は
、
工

業
開
発
と
大
企
業
進
出
を
前
提
と
し
て

準
備
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
地
場
商
工
業

の
当
面
の
対
応
策
、
兼
業
的
発
展
を
考

え
て
い
た
農
林
水
産
業
な
ど
第
一
次
産

業
の
振
興
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
指
向

す
べ
き
か
、
物
に
よ
っ
て
は
根
本
か
ら

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が

多
々
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ

の
よ
う
な
現
実
に
直
面
し
て
い
る
と
い

う
厳
し
い
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
五
十

一
年
度
に
は
、
当
面
長
浜
町
の
足
ど
り

は
こ
う
だ
と
い
う
基
本
計
画
の
見
直
し

策
定
を
総
合
的
に
急
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。

最
後
に
結
論
と
し
て
い
い
た
い
こ
と

は
、
経
常
的
な
一
般
行
政
の
推
進
に
当

っ
て
は
、
「
量
」
の
拡
大
の
代
わ
り
に

「
質
」
、
「
内
容
」
の
充
実
、
す
な
わ

ち
心
の
こ
も
っ
た
行
政
事
務
、
ま
、
こ
こ

ろ
の
通
う
行
政
、
温
か
い
行
政
に
座
擦

を
お
い
て
努
力
精
進
し
、
乙
の
厳
し
い

時
節
を
人
の
和
の
力
の
結
集
で
雄
々
し

く
切
り
抜
け
た
い
。
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二

新
し
い
事
業
や
特
に
力
を
そ
そ
ぐ
審

議
一
を
「
特
徴
」
と
し
、
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

11 金融的な特徴 11む「
量
よ
り
賀
、
物
よ

り
心
と
い
う
姿
勢
で

質
的
、
精
神
的
福
祉

の
充
実
を
最
大
の
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
イ
ン
フ
レ
、

不
況
に
よ
り
財
政
は

中
央
、
地
方
を
問
わ

ず
グ
危
機
状
態
d

民生費
金 lこ救護@因子福祉
の使助・生民福祉@老
こうな災i舌年祉 e 児人
とおど害保金。母童福

4億7，3自5万6千円

白
滝
保
育
所
が
白
ア
リ
の
被
害
で
危

険
施
設
に
な
っ
た
た
め
改
築
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

地
方
改
善
対
策
事
業
と
し
て
櫛
生
の

高
峯
地
区
、
上
老
松
の
上
成
地
区
へ
地

区
道
路
を
開
設
、
須
沢
と
出
海
地
区
ヘ

議一

一
般
会
計
二

己
最
低
の
環
境
d

に
あ
っ
て
積
極
的
な

生
産
刺
激
に
よ
っ
て
景
気
の
回
復
を
図

ろ
う
と
い
う
国
の
景
気
浮
揚
策
の
姿
勢

に
歩
調
を
合
わ
せ
る
べ
く
、
五
十
一
年

度
は
建
設
的
事
業
の
拡
大
に
特
に
努
力

を
払
っ
て
お
り
、
そ
の
関
係
予
算
も
前

年
度
に
比
べ
て
実
質
的
に
は
約
二
ず

伸
び
て
い
ま
す
が
、
反
田
、
事
務
的
経

費
は
節
約
に
最
大
の
努
力
を
払
っ
た
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
内
容
は
当

然
極
め
て
厳
し
い
選
択
主
義
を
強
い
ら

れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
を
そ
れ
一
七
れ
新
設
二
部
改

良
)
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
ほ
か
、
柴

の
道
上
色
豊
茂
の
駄
馬
地
区
へ
集
会
所

を
新
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

敬
老
会
費
や
一
日
養
護
費
の
一
人
当

り
額
を
い
ず
れ
も
二
百
円
増
額
し
た
こ

と
や
対
象
者
の
増
加
で
、
老
人
福
祉
の

報
償
費
は
前
年
度
よ
り
総
額
で
約
二
一

軒
多
い
五
百
三
十
五
万
三
千
円
を
計
上

主
同
砂
年
補
導
の
報
償
も
百
円
増
額
し

一
固
に
つ
き
三
百
円
に
な
り
ま
し
た
o

児
童
手
当
は
昨
年
十
月
か
ら
一
人
当

り
五
千
円
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

総
額
で
前
年
度
よ
り
約
一
五
許
多
い
三

千
三
十
八
万
円
を
計
上
。

重
度
F

身
心
障
害
者
の
医
療
費
負
担
金

は
対
象
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
前
年
度

よ
り
六
四
許
多
い
約
四
百
五
万
円
を
計

上
。
ま
た
、
ゼ
ロ
歳
児
医
療
費
、
母
子

家
庭
医
療
費
の
負
担
金
は
総
額
で
前
年

度
よ
り
約
二

O
ず
多
い
三
百
六
十
七
万

五
千
円
を
計
上
。
一
方
、
老
人
医
療
費

の
負
担
金
な
ど
老
人
福
祉
の
負
担
金
@

補
助
金
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

六
千
七
百
四
十
一
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。第

二
次
農
業
模
造
改
善
事
業
で
櫛
生

に
農
道
二
号
線
)
を
新
設
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
策
で
は
新
し
く
「
常
緑
甲
小

樹
振
興
事
業
補
助
」
を
設
け
百
か
を
は

擦
に
品
種
の
更
新
を
目
ざ
す
こ
と
に
し

て
お
り
、
今
年
度
の
そ
の
補
助
金
(
概

算
額
)
八
十
五
万
円
。
な
お
、
こ
れ
を

含
む
農
業
振
興
の
た
め
の
負
担
金
e

補

助
金
は
前
年
度
よ
り
約
三
七
許
多
い
七

百
十
一
万
五
千
円
を
計
上
。

林
業
構
造
改
善
事
業
で
林
道
出
石
寺

線
(
継
続
)
、
基
幹
作
業
道
剣
古
同
線
リ

戒
川
(
新
設
)
を
開
設
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
協
業
体
へ
の
林
業
構
造

改
善
事
業
補
助
金
は
一
千
百
万
円
を
計

上。
作
業
林
道
は
下
村
刈
犀
線
(
豊
茂
)

の
ほ
か
三
線
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

柴
の
押
印
梅
地
区
で
治
山
事
業
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

当紅予算 l
の産量入議出
1fJ立金額の順位J
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長
浜
や
櫛
生
沖
に
並
塑
魚
礁
約
百
七

十
個
、
沈
船
魚
礁
約
五
住
ヱ
、
そ
の
ほ
か

投
石
魚
礁
を
投
入
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
魚
礁
関
係
の
補
助
金
は
「
魚
礁

保
全
事
業
補
助
」
と
「
投
石
魚
礁
補

助
」
が
加
わ
っ
て
前
年
度
よ
り
六
九
一
口

多
い
百
三
十
五
万
円
。

喜
多
一
概
漁
港
を
引
き
続
き
改
修
す
る

ほ
か
同
地
域
海
岸
の
消
波
工
事
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沖
浦
漁

港
建
設
工
事
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
各
漁
港
施
設
整
備
補
修
費
(
維
持
管

理
費
)
は
前
年
度
よ
り
約
二
九
許
多
く

計
上
。

今年農の特徴議会 e予算の使いみち

襲

こうな安造湾河
とおど会@③川道
金 iこ施交下・路
の使設 iffi水港・

2億3，量45万7千円

容諮醤藍謹選挙盤国圃圃ー

木

喜重霊塁塁翠翠雪量

四
十
七
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
大

規
模
住
宅
団
地
建
-
設
計
阿
花
基
い
て
、

今
年
度
も
小
浦
団
地
に
中
高
層
四
階
建

て
一
む
ね
十
六
戸
の
公
営
住
宅
を
建
設

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

戒
川
の
大
一
ヰ
線
な
ど
、
町
道
の
改
良

や
舗
装
を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、
一
秘

栢
は
前
年
度
よ
り
六
六
ザ
多
一
く
な
っ
て

い
ま
す
。

町
道
の
維
持
補
修
費
は
前
年
度
よ
り

二
一
軒
、
下
水
道
の
維
持
補
修
費
は
=
一

三
軒
、
入
孔
(
マ
ン
ホ

i
ル
)
嵩
上
げ

お
よ
び
改
良
費
は
三
六
軒
々
が
/
く
計
上
。

園田園量調盤謹盤整鐙

教青欝

学
校
教

育
・
社
会

教
育
の
会
一
一円

般
に
使
う
一
匹

お
金
で
水
一
ブ

族
館
a

公
一
時

民
館
・
保
一
市

健
体
育
@
十
劇

校
舎
建
m
p
M

一ー

な
ど
の
費
一

用
も
合
ま

れ
ま
す

ι
日
誌
小
学
校
ぽ
校
舎
が
狭
い
上
、
体

育
館
な
ど
の
設
備
が
な
い
た
め
屋
内
淫

動
場
ぞ
政
投
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ず

長
浜
小
学
校
の
用
地
を
購
入
す
お
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

長
浜
小
学
校
、
長
浜
中
学
校
の
無
人

化
に
伴
う
設
備
工
事
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

櫛
母
一
小
学
校
の
早
外
運
動
場
夜
間
照

明
施
殺
を
設
置
す
一
向
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
長
浜
中
学
校
の
体
育
館
の
足
根
の
塗

装
工
事
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
三
月
二
十
九
日
に
充
足
し
た

「
長
浜
史
談
会
」
に
対
す
る
初
の
補
助

金
と
し
て
十
万
円
を
計
上
。

ζ

の
ほ
か
、
予
算
上
で
は
特
別
?
交

化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
力
を
そ
そ

く
事
業
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

親
子
読
書
の
推
進
、
コ
ミ
ニ
テ
ィ
サ
ー

ク
ル
活
動
の
推
進
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
推
進
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

記'0
E寄工費
と金使関@
のう係観工商
乙おに光業業

1，3111万8千円

今
年
度
も
街
務
灯
を
必
要
に
応
じ
設

し一
v

し
お
り
、
五
十

置
し
て
ゆ
く
こ
と

万
同
を
計
上
。

白
滝
の
貫
洞
の
滝
(
ぬ
け
ん
ど
う
1

1
)
へ
至
る
遊
歩
道
の
災
害
復
旧
を
行

う
と
と
に
し
て
い
ま
す
。

商
工
費
の
う
ち
五
千
百
二
十
万
九
千

円
は
開
発
公
社
に
支
払
う
晴
海
団
地
造

成
委
託
料
の
延
べ
払
い
分
。

総務

一
般
管
理
。
文
害

広
報
・
有
線
放
送
電

話
・
財
産
管
理
。
企
一
司
J

同
・
事
務
連
絡
・
生
不
明

活
行
政
推
一
ケ

進
。
徴
税
一
旬

。
一
戸
籍
住
一
同

長
登
録
。
一
間

選
挙
な
と
一
ー

の
こ
と
に
一

使
う
お
金

の
こ
と

青
島
集
会
所
と
柴
公
民
館
に
「
陽
だ

ま
り
の
部
屋
」
を
秩
備
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
備
品
購
入
費

百
十
一
万
二
千
円
を
計
上
。

衆
議
院
議
員
選
挙
と
漁
業
海
医
調
整

委
員
選
挙
の
年
と
な
っ
て
い
げ
ま
す
の
で

そ
の
必
要
経
費
合
わ
什
一
て
一
二
百
六
十
二

万
二
千
円
を
計
上
。

十
三
年
ぶ
り
の
「
果
樹
県
本
統
計
調

査
」
、
二
年
ご
と
の
「
商
業
統
計
調

査
」
の
年
に
当
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら

を
合
む
統
計
調
査
費
と
し
て
百
六
万
五

千
円
を
計
上
。

納
税
報
償
金
は
税
率
の
引
上
げ
な
ど

に
伴
ぃ
、
前
年
度
よ
り
約
十
五
軒
多
い

四
百
十
五
万
円
を
計
上
。

区
長
の
研
修
を
行
う
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
旅
費
百
八
十
一
万
二
千

円
を
計
上
。

一殻三言十

18億1，952万円
(金額は千円単位
((00)など円内数

~，~，出金
予備費

ftl立?な

録台
車;
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費
金 lこ災
の伎の防
うた火
乙おめ防

5，7110万2千円

詰j高

と

消
防
団
員
の
出
動
警
戒
手
当
を
一
回

に
つ
き
二
百
円
増
額
し
八
百
円
に
改
め

ま
し
た
。
そ
の
費
用
と
し
て
百
五
十
万

八
千
円
を
計
上
。

四
十
立
方
針
級
防
火
水
そ
う
一
基
、

二
十
五
立
方
針
級
防
火
水
そ
う
を
三
基

つ
く
る
こ
と
に
し
て
い
る
ほ
か
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
を
二
台
、
ホ
ー
ス
を
十
五

本
購
入
す
る
乙
と
に
し
て
い
ま
す
。

議
員
報
酬
、
三
役
。
教

育
長
給
与
な
ど
改
正

昨
年
の
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
改
正

さ
れ
た
一
般
町
職
員
給
与
と
の
不
均
衡

を
是
正
す
る
た
め
、
「
長
浜
町
議
会
議

員
等
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
支
給
に
関
す
る
条
例
」
「
長
浜
町

長
、
助
役
、
収
入
役
給
与
条
例
」
「
長

浜
町
教
育
長
給
与
条
例
」
の
一
部
が
そ

れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
、
こ
と
し
四
月
一
日

か
ら
報
酬
や
給
与
額
が
次
の
通
り
改
め

ら
れ
ま
し
た
0

(

)

内
は
改
正
前
の
額

八
町
議
会
議
員
報
酬
月
額

V

議
長
リ
十
万
円
(
八
万
四
千
円
)
副
議

長
H
八
万
円
(
六
万
六
千
円
)
議
員
日

七
万
五
千
円
(
六
万
円
)
八
三
役
お
よ
び

教
育
長
給
与
月
額

V
町
長
日
三
十
六
万

円
(
一
二
十
一
万
円
)
助
役
リ
三
十
万
円

(
二
十
六
万
円
)
収
入
役
U

二
十
八
万

円
(
二
十
四
万
円
)
教
育
長
日
二
十
六

1: 趨櫨鶴盤麹議会窃可決さ

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
へ
の

負
担
金
は
今
年
度
は
三
千
六
十
万
三
千

円
。
な
お
、
同
組
合
長
浜
支
暑
は
今
年

の
十
月
か
ら
計
画
の
署
員
十
六
人
態
勢

が
整
う
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ

も
五
十
年

度
に
発
生

同

し

た

災

害

}十3

分
で
、
公

万

共

土

木

施

向
噌
U鵠

設

で

は

柴

1

の
町
道
都

梅
線
ほ
か

四
線
、
農

業
用
施
設

で
は
八
共
農
道
ほ
か
二
線
を
復
旧
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
災害窪田費

万
円
(
二
十
二
万
円
)

特
別
職
の
報
酬
額
な
ど

も
改
正

常
勤
特
別
職
や
他
町
村
同
職
と
の
均

衡
な
ど
を
保
つ
た
め
特
別
職
、
長
浜
町

教
育
委
員
会
委
員
、
長
浜
町
農
業
委
員

会
委
員
の
「
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条

例
」
の
一
部
が
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
、

四
月
一
日
か
ら
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償

額
が
次
の
通
り
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

(
)
内
は
改
正
前
の
額
。

〈
監
査
委
員
報
酬
年
額

V
議
員
か
ら

選
任
さ
れ
た
委
員
H
十
一
万
円
(
十
万

円
)
知
識
経
験
委
員
H
十
四
万
円
(
十

三
万
円
)
〈
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
報

酬
年
額
〉
委
員
長
日
二
万
三
千
円
(
一
一

万
円
)
委
員
H

一
万
八
千
円
二
万
六

千
円
)
〈
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年

額
〉
委
員
長
リ
十
五
万
円
(
十
四
万

円
)
委
員
H
十
三
万
円
(
十
二
万
円
)

公
債
費
(
借
金
の
返
済
金
の
こ
と
)

一
億
五
千
百
八
十
六
万
五
千
円

衛
生
費
(
保
健
衛
生
全
般
@
公
害
防
止

。
汚
物
処
理
な
ど
に
使
う
お
金

の
乙
と
)

一
億
三
千
四
十
五
万
七
千
円

議
会
費
(
町
議
会
運
営
の
た
め
に
使
う

お
金
の
こ
と
)

=
一
千
三
百
三
十
五
万
二
千
円

諸
支
出
金
(
他
の
会
計
へ
の
繰
出
金
な

ど
、
諸
々
に
支
出
す
る
お
金
の

こ
と
)

四
百
三
一
十
一
万
二
千
円

予
備
費
(
あ
ら
か
じ
め
定
ま
っ
て
い
る

目
的
以
外
の
こ
と
に
使
う
お
金

の
こ
と
)

三
百
四
十
八
万
二
千
円

労
働
費
(
労
働
条
件
改
善
な
ど
の
た
め

に
使
う
お
金
の
乙
と
)

十
万
円

〈
農
業
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
〉
委
員

長
日
十
一
万
円
(
十
万
円
)
委
員
リ
九

万
円
(
八
万
円
)

0

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
な
ど
の
費
用
弁
償
額
は

限
度
額
が
五
百
円
引
上
げ
ら
れ
、
勤
務

一
日
に
つ
き
四
千
五
百
円
以
内
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

門
田
氏
再
任
に
同
意

固
定
資
産
評
価
委
員

こ
の
三
月
三
十
一
日
で
任
期
満
了
の

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
@
門

田
豊
市
氏
の
後
任
に
、
同
氏
を
再
選
任

す
る
こ
と
で
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結

果
、
厚
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
に

松
岡
武
平
治
氏
ら
四
人

長
浜
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
同

補
充
員
の
任
期
が
こ
の
三
月
三
十
一
日

で
満
了
の
た
め
、
後
任
の
選
挙
が
行
わ

れ
た
結
果
、
次
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
敬
称
略
。

〈
委
員
〉
増
田
晴
茂
(
長
浜
)
富
田

運
夫
(
長
浜
)
泉
伯
(
白
滝
)
松
岡
武

平
治
(
櫛
生
)
八
補
充
員
リ
v
藤
岡
喜
代

夫
(
下
須
戒
)
明
智
勇
(
沖
浦
)
津
田

駒
太
郎
(
今
坊
)
田
中
与
左
衛
門
(
出

海
)

陳
情
文
書
を
採
決

長
浜
町
青
果
農
業
協
同
組
合
の
組
合

長
理
事
@
二
宮
室
憲
さ
ん
か
ら
上
程
さ

れ
て
い
た
「
温
州
み
か
ん
等
の
品
種
更

新
お
よ
び
園
内
作
業
道
施
設
助
成
」
に

関
す
る
陳
情
文
書
が
採
択
さ
れ
、
理
事

者
に
善
処
を
要
望
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。予

讃
線
長
浜
駅
対
策

活
動
費
な
ど
補
正

関
年
度
一
般
会
計

五
十
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
一
部
の

特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。一
般
会
計
に
補
正
さ
れ
た
予
算
は
五

千
二
百
十
九
万
七
千
円
で
、
お
も
な
使

い
み
ち
は
次
の
通
り
。

財
政
調
整
基
金
積
立
金
に
二
千
万

ノ×
Ix 
フー

レ
ピ
タ
イ
×ム
×を

テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し

で
仕
事
を
し
た
り
す
る
「
な

が
ら
見
」
は
、
時
間
も
、
手

順
も
、
ェ
、
不
ル
ギ
l
も
ム
、
タ

に
な
り
、
そ
の
上
か
ら
だ
も

疲
れ
ま
す
。
番
組
は
計
画
を

立
て
て
見
る
こ
と
。
む
し
ろ
見
な
い

時
間
帯
、
ノ
!
テ
レ
ビ
タ
イ
ム
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
家
族
の
対
話
も
復
活

r
、Z3
《J
ち《，、，、《イ
2
》
亀
J
3
ι

少、J
、4
2
2玖

円
、
町
車
購
入
費
、
漁
業
者
用
宅
地
分

譲
事
業
に
と
も
な
う
利
子
補
給
金
に
七

百
七
十
五
万
七
千
円
、
国
鉄
予
讃
線
長

浜
駅
対
策
な
と
の
活
動
費
に
百
三
十
万

円
、
重
度
心
障
者
の
医
療
費
補
助
金
に

百
四
十
九
万
二
千
円
、
老
人
ホ
|
ム
入

園
者
減
少
に
よ
る
扶
助
費
減
九
十
五
万

四
千
円
、
老
人
医
療
費
の
単
価
改
訂
見

送
り
に
と
も
な
う
扶
助
費
減
五
百
万

円
、
地
方
改
善
事
業
の
う
ち
県
単
補
助

事
業
の
決
定
な
ど
に
よ
る
増
、
乳
児
保

育
所
に
対
す
る
委
託
料
減
百
七
十
五
万

四
千
円
、
町
道
戒
川
線
の
測
溝
改
修

費
、
櫛
生
簡
易
水
道
テ
ス
ト
ボ
ー
リ
ン

グ
委
託
料
、
不
燃
物
捨
場
ヱ
事
費
減
、

農
協
の
加
工
場
建
設
補
助
金
、
沖
浦
お

よ
び
出
海
農
道
新
設
お
よ
び
舗
装
負
担

金
、
し
い
た
け
生
産
施
設
整
備
事
業
補

助
金
二
百
八
十
五
万
八
千
円
、
町
道
大

越
線
、
黒
回
線
、
都
梅
(
柴
)
線
の
維

持
費
、
町
道
大
平
線
舗
装
費
、
沖
浦
!

大
洲
改
良
線
費
負
担
金
、
出
海
の
岐
本

地
区
下
水
道
新
設
費
、
消
防
の
訓
練
手

当
@
出
動
手
当
七
十
万
円
、
愛
媛
県

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
へ
の
出
資
金
七

十
万
七
千
円
、
山
山
海
お
よ
び
白
滝
公
民

館
の
屋
根
な
ど
の
補
修
費
、
青
島
航
路

会
計
へ
の
繰
出
金
ー
な
ど
。
今
回
の
補

正
で
当
予
算
総
額
は
二
十
億
七
千
百
二

十
七
万
六
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

し
ま
す
。洋〉く

s/ilベ
(;:1: 
ブ
フ

L〆

カ1
大
×好
×き

。憲一噛

む
し
…
。
一
日
着
た
洋
服
に
は
相
当
の

口
事
。
ホ
コ
リ
が
つ
い
て
い
ま
す
o

毎

国
語
』
四
日
ブ
ラ
シ
を
か
け
、
清
潔
に
し

骨語制。
草
子
て
交
替
で
着
る
こ
と
が
長
持
ち

さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ブ
ラ
シ
は

豚
毛
で
、
あ
ま
り
固
く
な
く
、
毛
足

が
長
く
腰
の
あ
る
も
の
を
:
。
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口

般
費
一
一
間
口

長改

浜良

1さ

保れ

内た

線い

大
本
議
員
・
・
・
県
道
長
浜
1
保
内
線
は
幅

員
が
狭
く
て
大
型
、
ハ
ス
の
通
行
が
困
難

で
あ
る
o

海
岸
線
の
整
備
と
と
も
に
長

浜
j
保
内
線
を
主
要
県
道
に
昇
格
し
て

改
良
を
促
進
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
同
路

線
の
う
ち
採
石
場
の
付
近
は
路
面
が
大

変
い
た
ん
で
い
る
。
新
学
期
を
迎
え
通

学
生
徒
も
あ
る
こ
と
と
思
う
の
で
乙
の

路
面
の
改
修
を
促
進
さ
れ
た
い
。

町
長
:
・
局
部
的
な
改
良
は
行
っ
て
い

一鰻質問

ど
う
対
処
す
る
国
営

バ
イ
ロ
ッ
ト
取
水

@ 
主当ヨ .A

吾議官

桜
田
議
員
:
・
国
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

で
肱
川
か
ら
日
量
六
万
ト
y

の
水
を
取
水

す
る
よ
う
町
当
局
に
求
め
て
き
て
い
る

と
思
う
。
こ
の
取
水
量
は
関
係
機
関
で

は
流
量
の
二
軒
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

私
た
ち
地
域
住
民
と
し
て
各
関
係
機
関

に
調
べ
さ
せ
た
結
果
で
は
一
五
軒
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
汚
水
時
に
こ
れ
だ
け

の
水
を
取
水
さ
れ
る
と
飲
料
水
は
も
ち

警護軍露露露露密窪還露翠墨墨

今
議
会
で
は
大
本
春
明
、
堤
正
和
、
桜
田
和
男
、
塚
木
弘
基
、

新
盛
己
、
池
田
登
の
各
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

主要県道への昇格、改良促進が撃まれ
ている県道長浜~保内線

る
が
、
本
格
的
に
は
主
要
県
道
に
昇
格

し
た
上
で
な
い
と
な
か
な
か
工
事
が
進

ま
な
い
現
状
で
あ
る
。

主
要
県
道
へ
の
昇
格
に
つ
い
て
は
、

現
在
は
沖
浦
J
大
洲
線
の
昇
格
を
第
一

に
要
望
し
て
お
り
、
今
ま
で
の
事
例
で

は
一
地
区
に
同
時
に
二
線
の
昇
格
は
大

変
む
つ
か
し
い
と
思
う
が
、
大
変
重
要

な
路
線
で
あ
る
の
で
要
望
し
て
ゆ
き
た

採
石
場
付
近
の
路
面
改
修
に
つ
い
て

は
再
三
、
大
洲
土
木
事
務
所
へ
要
望
し

て
お
り
、
早
急
に
検
討
し
て
実
施
す
る

と
い
う
返
答
を
得
て
い
る
の
で
、
し
ば

ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
o

安

全

通

学

対

策

講

ぜ

よ

大
本
議
員
園
大
洲
市
で
起
き
た
さ
っ

き
ち
ゃ
ん
誘
か
い
事
件
の
よ
う
な
事
件

は
、
当
町
内
に
お
い
て
も
い
つ
起
き
な

い
と
は
限
ら
ず
決
し
て
よ
そ
ご
と
で
は

な
い
。
こ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
単
に

県
あ
る
い
は
町
の
教
育
委
員
会
が
通
達

を
出
す
く
ら
い
の
こ
と
で
解
決
す
る
問

題
で
は
な
い
の
で
、

P
T
A
あ
る
い
は

ろ
ん
、
海
水
の
逆
流
に
よ
っ
て
肱
川
流

域
の
田
畑
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
対
し
町
は
ど

の
よ
う
な
考
え
で
対
処
す
る
つ
も
り

か
。
ま
た
、
国
の
方
針
に
対
し
て
は
町

は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
同
意
せ
ざ
る
を

得
な
い
傾
向
に
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の

対
抗
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

町
畏
:
・
現
段
階
で
は
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
納
得
の
い
く
よ
う
な
説
明
資
料
が

き
て
い
な
い
の
で
、
資
料
の
提
出
を
待

っ
て
慎
重
に
検
討
を
加
え
、
皆
さ
ん
に

諮
っ
て
答
え
を
出
し
て
ゆ
き
た
い
。
渇

ぞ徒考てな徹任 ぷ~ゴヤ縫寝顔離離でいうをうこそじひ き地
れのえはい底と 二日ーイ肉筆離とて問はいのれるずこ教で区
の通る学よな考 庁、時十事会 合課題学は題かう事は。みの育は民

間Jれそ217二三主主鶴間口22fAJ許日
で況町指すこ 工必社ソ初主鵠出的るけか通とをがに全かっ
安ので導るのま 勝山 J吋〈 て lこがれ、しし直みつく。て
全調もとたよた り主主努 λロヒかは、ばどてですとい同 こ
指査校のめう、 ミぷミら、責なこ「現こいで惑 の
導を区間のな集 二〆パ久山長率誌は学任らの通実とつはで 対
を行別題方事国議がν保校のな責学 lとがた現あ 策
しいにで法件登 資支二三ぷゴネ十護 lζ 問い任」起根も代る
て、児あ lこが下 暗ー沼会以前駅北正~者入題かでとこ本の社。 講
おそ童るつ起校さっきちゃん事件は決のるにと安はつだを会 ず
りれ生といきのしてよそことではない責まつい全とたが感の べ

水
時
に
は
ご
指
摘
の
よ
う
に
憂
慮
す
べ

き
事
態
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
う
い

っ
た
こ
と
に
対
応
し
た
具
体
的
な
答
え

が
出
な
い
限
り
同
意
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
そ
の
後
皆
さ
ん

に
も
諮
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
o

防
潮
え
ん
堤
に
つ
い
て
は
、
肱
川

の
河
口
は
永
久
閉
鎖
型
の
河
口
で
あ
る

の
で
実
施
す
れ
ば
ど
う
い
う
効
果
が
あ

る
か
な
ど
そ
の
影
響
を
よ
く
調
査
し
て

か
ら
計
画
を
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

中
に
は
柴
小
学
校
の
よ
う
に
特
別
に

「
通
学
安
全
対
策
協
議
会
」
を
発
足
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
学

校
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護

者
に
相
談
を
し
、
再
び
あ
の
よ
う
な
痛

ま
し
い
事
件
が
起
き
な
い
よ
う
に
指
導

し
て
ゆ
き
た
い
。

教

育

主

任

制

度

に

つ

い

て

大
本
議
員
:
固
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
に

よ
る
と
、
教
育
主
任
制
度
の
実
施
状
況

は
全
国
で
は
ま
だ
三
分
の
一
と
い
う
こ

と
だ
が
、
本
県
は
な
ぜ
年
度
途
中
で
も

あ
る
士
一
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
。
人
件
費
の
問
題
は
ど
う

な
る
の
か
。
本
県
の
場
合
は
県
あ
る
い

は
町
が
任
命
す
る
の
で
は
な
く
、
す
で

に
校
長
が
任
命
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
が
承
認
す
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
周
辺
地
区
の
小
規
模
校
あ
る

い
は
従
式
の
学
校
な
ど
で
も
こ
れ
が
必

要
な
の
か
疑
問
に
思
う
。
ま
た
、
こ
の

実
際
の
効
果
が
ど
う
結
び
つ
く
の
か
本

町
内
の
実
情
を
伺
い
た
い
。
こ
の
制
度

が
長
浜
町
の
教
育
の
プ
ラ
ス
に
な
る
よ

う
十
分
監
督
し
、
町
内
の
教
職
員
が
明

る
い
職
場
で
安
心
し
て
教
育
が
推
進
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長
・
こ
の
制
度
の
内
容
や
実
施

時
期
を
明
確
化
し
て
ゆ
く
の
は
、
本
来

月り塩
量
ば
…

出
れ
…

は
れ
が

で
さ
響

業
施
影

事
実
の

ト

o

ヘ

ツ
画
畑

口
計
回

イ
亭
玄
》

ハ
水
よ

営
取
に

国
の
流

。
ン
逆

川
ト
の

肱
一
刀
水

は
も
っ
と
早
く
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
が
、
文
部
省
内
の
意
士
山
の
不
統
一
な

ど
も
あ
り
遅
れ
た
よ
う
だ
。
本
県
で
は

連
合
会
内
部
、
教
育
委
員
会
内
部
で
の

検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
結
論
と
し
て

本
県
は
、
な
る
べ
く
行
政
色
の
薄
い
考

え
で
い
こ
う
、
い
わ
ゆ
る
鹿
児
島
県
の

よ
う
な
方
法
で
は
な
く
て
「
学
校
連

絡
」
の
意
見
を
重
視
す
る
と
い
う
考
え

方
を
と
る
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
教

育
委
員
会
が
直
接
任
命
す
る
の
で
は
な

く
校
長
が
既
に
任
命
し
て
い
る
者
に
対

し
て
承
認
を
与
え
る
形
式
を
と
る
の
が

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
意

見
の
一
致
を
見
た
の
で
、
こ
れ
に
伴
い

二
一
月
一
日
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。
主
任

制
度
は
組
織
や
職
務
を
明
確
化
す
る
も

の
で
あ
り
、
手
当
に
つ
い
て
は
人
事
院

が
制
度
化
さ
れ
た
主
任
の
職
務
の
内
容

に
よ
り
手
当
す
〈
給
を
勧
告
さ
れ
る
も
の

で
、
制
度
化
と
手
当
と
は
別
個
の
も
の

で
あ
る
!
こ
の
よ
う
に
ζ
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
制
度
化
は
運
営
上
の
も
の

で
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
民
主
的
に
と
い

う
こ
と
だ
と
考
え
る
。
本
質
は
こ
の
こ

と
が
教
育
の
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
、
学
校
現
場
を
暗
く

す
る
よ
う
な
も
の
に
つ
な
が
っ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
運
営
が
行
わ
れ

る
よ
う
指
導
を
す
る
乙
と
は
私
の
仕
事

だ
と
思
う
。

新
議
員
・
:
教
育
主
任
制
度
の
民
主
的

運
営
に
関
し
、
特
定
の
教
務
主
任
や
保

健
主
事
、
学
年
主
任
、
事
務
主
任
に
だ

け
手
当
が
与
え
ら
れ
る
の
は
現
場
の
職

員
と
し
て
は
納
得
い
か
な
い
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
踏
ま
え
て

い
る
か
。
従
来
の
主
任
制
度
と
の
関
係

を
今
後
、
民
主
的
に
学
校
内
で
運
営
し

て
い
く
場
合
、
ど
う
い
う
対
策
が
考
え

ら
れ
、
主
任
の
種
類
や
人
数
な
ど
は
ど

れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

ま
た
十
一
条
二
、
三
項
に
定
め
ら
れ

た
用
務
員
の
設
置
に
関
連
し
て
、
教
育

(
次
ぺ

l
ジ
へ
続
く
)
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委
員
会
は
新
た
な
対
策
が
あ
る
か
ど
う

か
見
解
を
伺
い
た
い
。

教
育
長
・
@
・
文
部
省
令
で
は
小
学
校
で

四
つ
の
主
任
、
中
学
校
で
は
六
つ
の
主

任
、
そ
の
他
の
主
任
と
分
け
て
お
り
、

手
当
が
ど
の
主
任
に
ど
の
く
ら
い
つ
く

か
は
ま
だ
明
確
で
な
い
。

主
任
制
度
の
民
主
的
運
営
に
は
全
く

同
感
で
あ
る
。
本
質
は
や
は
り
教
育
に

プ
ラ
ス
に
な
り
、
子
ど
も
に
も
プ
ラ
ス

に
な
る
運
営
を
さ
せ
る
よ
う
な
指
導
を

と
る
こ
と
が
私
の
任
務
と
考
え
て
い
る

ま
た
、
用
務
員
の
問
題
に
つ
い
て
は

本
町
で
は
用
務
員
そ
の
他
の
必
要
な
職

員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

と
条
文
の
解
釈
を
し
て
い
る
o
ζ

れ
は

一
度
に
解
決
で
き
な
い
の
で
将
来
は
嘱

託
の
形
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
財
政
事
情
な
ど
も
抱
え
て
お

り
、
教
育
委
員
会
だ
け
で
片
づ
け
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

@ 櫨臨盤趨隣同地開榔僻網開鵬醐間一一一地幽鍾購璽盤翻喜義金

住

宅

対

策

で

児

童

増

や

せ

な

い

か

大
・
本
議
員
-e-
小
学
校
の
児
童
生
徒
数

町

財

政

の

効

率

的

運

用

に

つ

い

て

堤
欝
員
:a
五
十
年
度
の
最
終
補
正
を

み
る
と
五
十
一
年
度
に
回
す
財
政
調
整

基
金
積
立
金
の
名
目
で
約
二
千
万
円
、

予
備
費
で
一
千
万
円
、
出
納
閉
鎖
ま
で

に
は
ま
だ
か
な
り
の
不
用
額
が
出
て
く

る
と
思
う
が
、
こ
の
こ
と
は
施
政
方
針

通
り
の
行
政
が
遂
行
さ
れ
な
か
っ
た
結

果
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
財

政
調
整
基
金
は
何
の
目
的
が
あ
っ
て
の

積
立
金
か
。
建
設
事
業
に
五
億
五
千
万

円
の
事
業
を
残
し
て
お
り
、
乙
れ
は
国

や
県
の
取
り
扱
い
の
状
態
を
見
き
わ
め

た
上
で
行
う
と
い
っ
て
い
る
が
、
国
や

県
か
ら
の
歳
入
に
欠
陥
が
あ
っ
た
の

か
。
五
十
年
度
の
繰
越
金
を
基
と
し
て

は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
周
辺
地
区
に

な
る
ほ
ど
激
減
し
て
い
る
。
本
当
に
教

育
の
効
果
を
願
う
な
ら
、
少
な
く
と
も

一i
ク
ラ
ス
十
人
以
上
の
確
保
が
絶
対
必

要
だ
が
、
周
辺
校
の
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て

は
こ
れ
を
割
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の

見
地
に
立
っ
て
減
少
を
食
い
止
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
一
つ
の

政
治
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
重

要
な
条
件
で
あ
る
若
者
の
確
保
に
つ
い

て
考
え
た
場
合
、
新
婚
者
な
ど
の
住
宅

問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
住
宅
の
確
保
に

よ
っ
て
も
若
者
を
留
め
る
と
と
が
で
き

る
と
す
れ
ば
検
討
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長
:
・
町
全
体
で
も
人
口
が
減
少
し

て
お
り
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。
大
変

む
つ
か
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
ご
指
摘

の
よ
う
な
こ
と
の
実
態
を
は
握
し
て
住

宅
対
策
等
を
立
て
て
み
た
い
。
た
だ
し

こ
の
こ
と
は
、
た
だ
単
に
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
て
開
発
計
画
な
ど
と
の
関
係
、

後
継
者
対
策
と
し
て
の
見
地
か
ら
も
十

分
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

制
度
資
金
や
起
債
を
利
用
し
て
公
共
事

業
に
投
資
を
し
過
疎
と
不
況
に
悩
む
長

浜
町
の
振
興
に
役
立
て
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
。
起
債
、
債
務

負
担
は
ほ
ん
と
う
に
飽
和
状
態
な
の

か
。
私
の
見
た
と
こ
ろ
で
は
ま
だ
余
裕

は
あ
る
と
思
う
が
・
-
固
・
・
園
。

町
長
・
:
ど
の
よ
う
に
し
て
町
民
が
望

ん
で
い
る
こ
と
を
、
よ
り
効
果
的
に
実

現
し
て
ゆ
く
か
、
厳
し
け
れ
ば
厳
し
い

な
り
の
対
策
を
立
て
て
施
策
を
立
て
る

必
要
が
あ
る
わ
け
で
、
五
十
年
度
は
そ

う
し
た
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
公
共
事

業
を
は
じ
め
福
祉
施
策
の
内
容
の
充
実

に
努
め
て
き
た
つ
も
り
だ
が
、
考
え
方
や

財
源
の
配
分
に
つ
い
て
は
皆
様
方
の
満
足

の
い
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と

思
う
。
今
後
は
さ
ら
に
ご
意
見
ご
要
望

に
沿
う
行
政
を
進
め
た
い
o

財
政
調
整

基
金
は
庁
舎
の
建
設
資
金
で
あ
る
と

か
、
土
地
開
発
公
社
へ
の
返
済
金
、
直

営
診
療
所
会
計
の
赤
字
解
消
財
源
な
ど

に
、
ま
た
、
突
発
的
に
一
般
財
源
を
必

要
と
す
る
こ
と
が
起
き
た
場
合
な
ど
に

備
え
て
積
立
て
て
お
く
わ
け
で
、
つ
ま

り
、
一
般
財
源
と
し
て
何
に
で
も
使
え

る
目
的
の
資
金
で
あ
る
o

繰
越
金
に
つ

い
て
は
五
月
末
を
迎
え
て
み
な
け
れ
ば

は
っ
き
り
言
え
な
い
が
、
で
き
る
だ
け

切
り
つ
め
て
繰
越
額
の
増
収
に
努
め
、

財
政
危
機
に
お
け
る
赤
字
要
因
を
な
く

し
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
た
い
。
少

な
い
財
源
で
よ
り
効
果
的
な
行
政
を
進

め
る
た
め
に
は
、
国
の
許
可
す
る
起
債

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
増
嵩
は
や

む
を
得
な
い
。
債
務
負
担
に
つ
い
て

は
住
民
の
要
望
と
は
い
え
厳
し
い
態
度

で
臨
む
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
要
は
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の

を
ど
う
選
択
し
て
ゆ
く
か
が
大
切
と
思

う
。
ど
こ
が
飽
和
状
態
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
判
断
に
苦
し
む
。

国

道

整

備

促

進

lこ

てコ

て

しユ

堤
議
員
:
'
国
道
三
七
八
号
線
は
こ
の

ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
主
要
県
道
と
し

て
改
良
し
て
い
っ
た
場
合
の
完
成
時
期国道といってもまだ名ばかりの378

号線。早期整備促進を…・・

と
変
わ
ら
な
い
と
恩
わ
れ
る
の
で
、
町

当
局
は
国
に
対
し
て
強
力
な
政
治
力
を

か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
だ
と
思

う
。
先
般
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
国
道

三
七
八
号
線
整
備
促
進
委
員
会
が
発
足

し
、
正
に
活
動
態
勢
に
あ
る
わ
け
だ

が
、
町
当
局
は
ζ

の
委
員
会
を
ど
の
よ

う
な
計
画
で
活
動
さ
せ
て
ゆ
く
の
か
。

町
長
i
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
双
海
町
、

保
内
町
の
関
係
町
と
も
事
務
的
な
協
議

を
し
て
三
月
二
十
九
日
(
予
定
)
に
当

町
で
改
良
促
進
協
議
会
結
成
準
備
会
を

開
催
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

四
月
上
旬
に
は
関
係
町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

選
出
さ
れ
た
特
別
委
員
に
よ
っ
て
正
式

に
協
議
会
を
発
足
さ
せ
て
直
ち
に
関
係

の
土
木
事
務
所
な
ど
と
協
議
の
上
、
基

本
的
に
改
良
促
進
に
つ
い
て
の
計
図
案

な
ど
を
と
り
ま
と
め
、
早
急
に
県
や
国

に
対
し
本
格
的
な
山
快
進
運
動
を
展
開
し

て
ゆ
き
た
い
。
な
お
、
中
央
政
局
の
変

化
も
あ
る
の
で
そ
れ
に
対
応
し
て
、
場

合
に
よ
っ
て
は
関
係
三
町
の
全
議
員
に

お
願
い
し
て
促
進
大
会
を
も
っ
と
い
う

こ
と
も
事
務
的
に
検
討
し
て
い
る
段
階

で
あ
る
o

塚
木
議
員
・
国
道
三
七
八
号
線
は
鉄

道
と
と
も
に
本
町
の
生
命
線
で
あ
り
動

脈
で
あ
る
o

こ
の
重
要
な
国
道
整
備
促

進
の
緊
急
な
課
題
解
決
は
超
党
派
的
精

神
で
取
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
o

町

は
早
期
整
備
実
現
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
立
て
て
い
る
か
、
ま
た
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。
一
方
、
自
転
車
専
用
道

路
の
敷
設
計
画
な
ど
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

未
舗
装
町
道
の
整
備

計
画
は
?

塚
木
議
員
・
道
路
整
備
五
か
年
計

聞
も
後
半
に
入
り
、
本
町
も
逐
次
、

町
道
の
舗
装
整
備
や
改
修
が
行
わ
れ

町
長
;
国
道
の
早
期
整
備
は
国
道

整
備
促
進
特
別
委
員
会
と
協
議
し
な

が
ら
現
地
踏
査
な
ど
を
合
め
た
路
線
全

体
の
掌
握
、
年
次
別
の
計
画
、
関
係
町

が
一
丸
と
な
っ
て
強
力
に
図
っ
て
い

く
こ
と
を
基
本
姿
勢
に
進
め
て
ゆ
く
。

ま
た
自
転
車
道
の
建
設
な
ど
に
つ
い
て

も
検
討
の
過
程
で
同
時
に
計
画
し
て
い

く
性
格
の
も
の
な
の
で
、
十
分
に
考
慮

し
て
検
討
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
。

ど
う
臨
む
不
況
下

の
福
祉
行
政

堤
議
員
:
・
最
近
、
国
や
県
で
は
不
況

に
よ
る
財
源
難
を
理
由
に
福
祉
の
見
直

し
を
す
る
よ
う
な
方
向
で
い
る
よ
う
で

あ
る
。
本
町
は
高
福
祉
を
推
進
し
て
い

る
が
、
財
源
不
足
が
生
じ
一
般
行
政
に

し
わ
寄
せ
が
出
は
し
な
い
か
。
今
後
の

福
祉
行
政
に
つ
い
て
当
町
は
ど
の
よ
う

に
臨
む
か
。

町
長
:
後
退
す
る
と
い
う
意
味
で
な

い
福
祉
見
直
し
論
が
出
て
い
る
が
、
こ

の
こ
と
は
要
約
す
る
と
、
物
的
な
も
の

か
ら
質
的
な
も
の
へ
、
物
か
ら
心
(
精

神
的
な
も
の
)
へ
改
善
さ
れ
て
い
く
べ

き
と
い
う
見
直
し
で
あ
る
o

こ
の
こ
と

の
実
現
に
は
困
、
県
、
町
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
分
野
と
い
う
も
の
を
十
分
堅
持
し

さ
ら
に
住
民
の
協
力
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
町
で
は
非
常
に
積
極
的
に
福

祉
活
動
を
推
進
し
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
を
軸
に
、
行
政
と
一
体
と
な
っ

て
後
退
し
な
い
よ
う
推
進
し
て
ゆ
き
た

大
半
が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
地

域
的
格
差
も
あ
っ
て
未
舗
装
路
線
が
ま

だ
残
っ
て
い
る
c

町
は
こ
れ
を
と
の

よ
う
な
計
画
で
今
後
整
備
し
て
ゆ
く
の

か。
町
長
;
町
道
の
舗
装
計
画
は
現
在

十
一
路
線
編
入
に
な
っ
て
お
り
、
そ
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の
う
ち
三
万
五
千
討
を
五
十
年
度
か
ら

五
十
四
年
度
の
五
か
年
間
で
や
っ
て
ゆ

く
。
引
続
き
残
り
も
計
画
的
に
実
施
し

て
ゆ
く
が
、
た
だ
路
線
ご
と
に
長
短
、

大
小
の
差
が
あ
る
の
で
、
過
疎
対
策
事

業
一
予
算
の
中
で
計
画
的
に
舗
装
を
進
め

て
ゆ
き
た
い
。
県
当
局
な
ど
と
も
十
分

合
議
を
行
い
、
未
舗
装
路
線
の
解
消
に

一
一
層
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
。

策農

示漁

業

の

振

興

せ

塚
木
議
員
B

・
・
本
町
の
農
業
構
造
は
果

樹
農
業
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る

が
、
生
産
過
剰
に
よ
る
価
格
暴
落
で
経

営
不
振
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

乙
で
農
業
構
造
を
洗
い
直
す
時
期
に
き

て
い
る
と
思
う
が
、
町
は
不
振
打
開
の

指
導
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
果
樹
農
業
に
限
定
せ
ず
、
広

範
囲
な
問
題
と
し
て
適
地
適
作
の
指

導
、
低
金
利
に
よ
る
貸
し
金
、
利
子
補

給
、
税
の
軽
減
な
ど
適
切
な
処
置
を
図

っ
て
ゆ
く
よ
う
な
構
想
は
あ
る
の
か
。

一
方
、
内
海
漁
業
も
年
々
不
振
を
増

し
、
漁
業
振
興
構
想
や
姿
勢
が
後
退
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
声
を
聞
く

が
再
建
策
は
j
o
ま
た
国
、
県
が
推
進

ど

う

思

う

テ

ス

ト

カ
パ

i
方
式

新
議
飼
料
:
(
N
H
K
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
た
松
山
の
小
学
校
で
テ
ス
ト
カ
バ

ー
を
置
き
実
施
さ
れ
た
学
力
テ
ス
ト
、

グ
ル
ー
プ
学
習
指
導
の
例
を
あ
げ
な
が

ら
)
乙
れ
ら
に
つ
い
て
本
町
の
実
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
正
常
化
し

た
と
い
う
半
面
、
特
定
人
物
に
手
当
が

支
給
さ
れ
た
り
、
任
命
さ
れ
た
り
、
一

方
、
卒
業
記
念
の
寄
付
や
贈
り
物
な
ど

に
つ
い
て
も
教
育
、
行
政
の
場
で
、
き

ぜ
ん
と
し
た
指
導
、
助
言
が
必
要
で
は

し
て
い
る
沿
岸
漁
業
振
興
五
か
年
計
画

と
の
結
び
つ
き
を
ど
の
よ
う
に
し
て
ゆ

く
か
。町
長
:
・
農
業
の
中
で
も
果
樹
生
産

は
約
七

O
計
と
中
核
を
形
成
す
る
産

業
で
あ
る
o

最
近
、
生
産
過
剰
、
気
象

条
件
の
変
化
に
よ
る
品
質
低
下
な
ど
の

原
因
で
生
産
コ
ス
ト
を
割
る
よ
う
な
価

格
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
町
村
や

一
県
だ
け
で
解
決
の
つ
く
問
題
で
は
な

い
が
、
町
で
は
単
独
事
業
で
す
で
に
約

百
か
の
品
種
更
新
を
進
め
て
き
て
い

る
。
果
樹
以
外
の
養
蚕
、
タ
バ
コ
そ
の

他
の
農
業
振
興
計
画
は
そ
れ
ぞ
れ
農
協

な
い
の
か
。

教
育
長
テ
ス
ト
カ
バ
ー
に
よ
る
学

力
テ
ス
ト
は
異
常
に
感
じ
た
。
真
の
教

育
と
は
情
操
教
育
や
学
力
向
上
が
ど
う

と
か
の
捕
え
方
で
な
く
グ
豊
か
な
人
間

性
を
育
て
て
人
格
の
完
成
を
め
ざ
す
グ

こ
と
に
あ
り
、
あ
の
よ
う
な
乙
と
は

本
当
の
教
育
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。
私
一
人
の
力
で
は
ど
う
乙
う

で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
す
べ
て
を

引
つ
く
る
め
て
の
知
@
徳
@
体
の
発
達

な
ど
こ
う
い
う
取
り
上
げ
方
や
考
え
方

で
行
政
に
た
ず
さ
わ
っ
て
ゆ
き
た
い
。

卒
業
記
念
や
贈
り
物
に
つ
い
て
は
よ
い

意
味
、
善
意
の
日
本
的
な
も
の
、
精
神

昭和46年度から5年間に投入した魚礁設
置費は約3.日自由万円

を
窓
口
に
専
門
部
会
に
別
れ
検
討
し
て

お
り
、
町
農
林
水
産
課
で
も
こ
の
よ
う

な
団
体
と
接
触
を
重
ね
、
振
興
策
を
検

討
し
て
い
る
。

融
資
や
利
子
補
給
の
問
題
は
関
係
団

体
、
機
関
と
十
分
慎
重
に
合
議
し
な

が
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
同
時
に
圏
内
作
業
道
な
ど

の
拡
充
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
低
下
も
適

切
に
進
め
、
適
地
適
作
の
導
入
を
推
進

し
て
ゆ
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に

は
農
家
の
自
主
性
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
い
進
め

」

』

3

0

ー

しま
た
漁
業
振
興
で
は
、
作
る
漁
業
に

は
条
件
が
揃
っ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ

て
各
漁
場
へ
計
画
的
に
人
工
魚
礁
の
設

置
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
魚
類
の
繁

獄
、
生
産
の
増
加
を
図
っ
て
ゆ
く
。
こ

れ
ま
で
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
魚
礁
を
約
二

千
八
百
個
、
沈
船
六
十
五
隻
を
設
置
、
投

入
し
、
昭
和
五
十
年
度
で
終
っ
た
魚
礁

設
置
は
五
か
年
間
で
約
三
千
万
円
で
あ

る
。
今
後
も
漁
業
構
造
改
善
事
業
な
ど

の
実
施
に
よ
り
、
現
在
進
め
て
い
る
生

産
基
盤
の
整
備
に
代
わ
る
漁
港
計
阿
と

合
わ
せ
、
国
、
県
と
緊
密
な
連
係
を
と

っ
て
ゆ
き
た
い
。

的
な
土
壌
が
あ
り
、
一
概
に
否
定
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。
子
ど
も
や
父
兄

が
思
い
出
を
母
校
に
残
し
た
い
と
い
う

善
意
ま
で
規
制
す
る
の
は
ど
う
か
。
た

だ
ゆ
き
過
さ
が
あ
れ
ば
、
調
査
し
て
検

討
し
て
ゆ
き
た
い
。

民

主

町

政

刷

新

の

努

力

点

は

?

新
議
員
:
・
本
当
の
民
主
主
義
と
は
少

数
意
見
を
尊
重
、
包
容
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
何
か
多
数
で
押
し
切
っ
て

ゆ
く
よ
う
な
面
を
強
く
感
じ
る
o

私
た

ち
が
明
る
く
楽
し
い
暮
し
が
で
き
る
よ

う
な
住
民
本
位
の
議
会
、
町
政
、
行
政

の
努
力
点
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た

3

0

 町
長
・
:
現
今
の
国
政
下
で
の
地
方
自

治
体
な
の
で
行
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て

理
事
者
@
町
職
員
の

欠
如
改
め
よ

池
田
議
員
q--
①
札
口
議
制
で
物
事
を
進

め
て
ゆ
く
上
に
は
「
三
悪
」
と
い
っ
て

戒
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま

り
「
会
し
て
議
せ
ず
」
「
議
し
て
決
せ

ず
」
「
決
し
て
行
わ
ず
」
で
あ
る
c

こ

の
三
悪
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
内
部
の

統
一
、
理
事
者
の
勉
強
、
幹
部
職
員
の

補
佐
、
協
力
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

今
ま
で
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、
い

つ
ま
で
も
大
自
に
見
る
わ
け
に
は
ゆ
か

な
い
が
、
町
長
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対

処
し
て
ゆ
く
の
か
②
従
来
の
長
浜
町
職

員
は
愛
媛
県
下
で
も
一
審
優
秀
で
あ
り

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
と

考
え
て
い
た
が
、
菊
池
町
長
に
な
っ
て

か
ら
は
、
そ
れ
は
考
え
違
い
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
う
。
首
長
の
交
替
期
と
い

う
も
の
は
、
い
ろ
い
ろ
混
乱
も
あ
る
が

そ
の
よ
う
な
と
き
に
こ
そ
幹
部
職
員
は

部
下
を
し
っ
か
り
と
掌
握
し
、
町
長
へ

も
ど
し
ど
し
具
申
す
べ
き
だ
が
、
若
干

そ
の
義
務
に
乱
れ
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
③
上
が
混
乱
す
れ
ば
下
も
混
乱
す

る
の
が
当
然
、
町
長
は
職
員
の
職
務
に

対
す
る
責
任
感
を
高
揚
す
る
教
育
を
、

ま
た
、
規
律
を
改
め
る
よ
う
な
こ
と
を

基
本
的
な
面
か
ら
考
え
直
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

ャ
え
ヲ
但
。
町
長
・
:
い
か
に
困
難
な
局
面
が
重
な

っ
た
と
か
い
っ
て
も
私
の
不
徳
、
微
力

の
た
め
に
特
段
の
配
慮
を
わ
ず
ら
わ
し

て
お
り
率
直
に
反
省
し
て
い
る
o

ご
指

摘
の
三
悪
に
つ
い
て
も
十
分
に
心
し
て

は
よ
り
慎
亘
に
グ
基
本
的
な
方
針
と
施

策
と
努
力
点
グ
を
明
確
に
し
、
今
後
と

も
真
剣
に
取
組
ん
で
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
o

心
機
一
転
こ
の
こ
と
に
対
処
し
て
ゆ
き

た
い
。
②
に
つ
い
て
は
、
私
と
し
て
は

助
役
以
下
よ
く
協
力
、
補
佐
し
て
く
れ

て
い
る
と
感
謝
を
し
て
い
る
が
、
責
任

者
と
し
て
、
首
長
と
し
て
の
指
導
力
、

努
力
が
足
ら
な
い
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
と

思
う
。
日
T

く
勇
将
た
る
べ
く
努
力
し
た

い
③
幹
部
は
も
ち
ろ
ん
職
員
に
至
る
ま

で
、
機
会
あ
る
ζ

と
に
公
務
員
と
し
て

の
責
任
と
ほ
こ
り
を
自
覚
し
て
行
動
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
が
、
な
お
一
層

強
力
に
指
導
し
て
ゆ
き
た
い
。

助
役
:
・
我
々
の
心
が
け
の
基
本
は
常

に
地
方
自
治
法
の
本
旨
に
立
ち
か
え
る

こ
と
で
あ
る
。
助
役
の
職
務
は
執
行
機

関
の
長
の
補
佐
と
職
員
の
事
務
の
監

督
、
長
が
欠
け
た
と
き
や
大
き
な
事
故

が
あ
っ
た
と
き
の
代
理
の
三
点
で
あ

り
、
補
助
機
関
で
は
一
番
の
総
元
締
め

と
し
て
町
長
の
形
に
添
っ
て
い
る
陰
だ

と
い
う
考
え
方
で
常
に
密
脅
し
て
補
佐

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
一
方
、
事
務
の
監
誕
百
に
つ

い
て
は
二
百
余
人
の
補
助
機
関
の
職
務

は
非
常
に
複
雑
多
岐
に
分
か
れ
て
い
る

の
で
細
か
い
点
に
つ
い
て
の
意
志
の
疎

通
や
連
絡
の
不
十
分
な
こ
と
が
あ
る

の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

努
力
し
て
い
る
が
、
や
は
り
皆
さ
ん
の

お
日
に
止
ま
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の

は
至
ら
な
い
せ
い
だ
と
反
省
し
、
人
午
後

そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
に

戒
心
、
努
力
を
い
た
し
た
い
。

収
入
役
:
十
分
反
省
し
て
補
佐
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
う
が
、
た
だ
、
収
入
役

が
積
極
的
に
助
役
の
よ
う
な
こ
と
で
進

め
て
ゆ
く
と
乱
れ
の
も
と
に
な
る
の
で

あ
く
ま
で
も
分
を
越
え
な
い
と
い
う
こ



あ
ら
ゆ
る
公
共
事
業
、
そ
の
他
年
度
別

の
実
施
計
画
や
実
績
、
今
後
の
方
針
~

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
広
く
町
民
の
方
々

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
報
道
す

る
こ
と
は
当
然
の
責
務
で
あ
り
、
今
後

さ
ら
に
広
報
活
動
を
適
切
に
強
化
し
て

浸
と
う
を
は
か
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

と
は
厳
然
と
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

総
務
課
長
:
私
た
ち
は
一
般
職
員
の

公
務
員
で
あ
り
、
例
え
理
事
者
は
変
わ

ろ
う
と
も
忠
実
に
乙
の
喧
を
守
っ
て
ゆ

く
の
が
責
務
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
原

則
に
従
っ
て
変
わ
ら
ぬ
任
事
を
し
て
き

た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
ど
指
簡
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
自

己
研
さ
ん
に
務
め
、

ζ

期
待
に
そ
う
よ

う
努
力
し
、
公
務
員
と
し
て
恥
ず
か
し

く
な
い
仕
事
を
し
て
ゆ
き
た
い
。

い
る
大
型
議
礁
は
開
発
事
業
が
中
止
に

な
っ
た
か
ら
で
な
く
、
開
発
事
業
と
は

全
く
関
係
な
し
に
作
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
当
初
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
も

池
田
議
員
j
二
月
二
十
九
日
付
の

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
取
扱
い

「
守
る
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
記
事
中
、
魚

礁
問
題
の
記
事
は
根
本
的
に
間
違
っ
た
方
に
つ
い
て
は
反
論
と
い
う
よ
う
な
大

報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
五
人
気
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
町
A
重
要

十
年
度
の
魚
礁
設
置
に
当
り
、
長
浜
町
施
策
に
対
す
る
本
来
の
広
報
活
動
と
し

は
埋
立
て
計
画
地
で
あ
っ
た
か
ら
伊
予
て
説
明
し
て
お
く
こ
と
は
、
今
後
仕
事

灘
で
当
時
が
外
れ
て
お
る
ん
だ
」
と
い
を
進
め
る
た
め
に
非
常
に
重
要
で
な
円
い

う
こ
と
が
書
か
れ
で
あ
っ
た
が
、
当
町
か
と
考
え
る
。

の
五
十
年
度
の
魚
礁
事
業
は
伊
予
灘
で
町
長
:
ご
指
摘
の
よ
う
に
誤
報
が
出

は
最
高
の
量
と
金
額
で
実
施
し
て
い
さ
れ
て
い
る
が
、
ご
意
見
の
通
り
漁
業

る
。
ま
た
、
現
在
晴
海
で
作
ち
れ
て
振
興
の
た
め
の
魚
礁
設
置
を
は
じ
め
、

怯
山
市
末
広
町
(
県
立
中
央
病
院
西
用
で
き
ま
せ
ん
o

ン
タ

i
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

側
〉
に
で
き
た
「
健
康
増
進
セ
ン
タ
⑧
こ
の
ほ
か
く
わ
し
い
こ
と
は
、
同
セ

1
」
と
い
う
の
を
ど
ぞ
ん
じ
で
す
か
。

こ
れ
は
、
最
新
の
医
療
用
検
査
機
器

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
有
機

的
に
連
け
い
し
た
新
し
い
健

E

康
管
珂
一
シ
ス
テ
ム
で
下
記
の

F

よ
う
な
約
八
十
羽
目
の
検
査

を
す
る
と
と
も
に
栄
養
@
運

タ
動
。
休
養
の
一
一
一
つ
の
要
素
の

調
和
が
保
て
る
よ
う
な
生
活

ン

の

し

か

た

を

指

導

助

言

す

る

県
の
施
設
で
す
o

z

ま
た
、
こ
の
施
設
に
は
温

い

ヴ

水

プ

ー

ル

と

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

三
甘
室
も
あ
り
ま
す
。

、判p
h

:

v

一一一一

¥
C

吋

地

県

民

誰

も

が

利

用

で

き

ま

f

1

1

す
が
、
利
用
す
る
場
合
は
次

く

埠

の

点

ご

注

意

く

だ

さ

い

。

J

E
、

白

受

診

は

予

約

制

で

す
o

電

j

幸

手

話

2
8
9
U
Q
4
5
e

制刊

d

8

0

0

8

)

か
ハ
ガ
キ
で

J

，
出
廷
こ
連
続
く
だ
さ
い
日
。

i

/

⑨
申
込
み
を
し
ま
す
と
、
同

セ
ン
タ
ー
か
ら
健
康
度
測

定
に
必
要
な
書
類
を
お
送
り
す
る
と

と
も
に
、
健
康
度
測
定
日
時
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑧
通
抗
や
入
院
を
さ
れ
て
い
る
方
は
刺

"~lO-

⑧

業

務

内

「
守
る
会
ニ
ュ
ー
ス
」
じ

誤
り
、

J

魚
礁
実
態
の
広
報
を

八
健
康
度
測
定
〉
質
問
調
査
、
栄
養

調
査
、
医
学
的
検
査
(
左
表
の
通
り
〉

身
体
計
測
、
一
次
判
定
、
運
動
機
能
検

査
〈
左
表
の
通
り
)
、
総
合
判
定
・
医

師
指
導
八
生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
指

導
ソ
栄
養
・
食
生
活
指
導
、
保
健
指

導
、
逗
動
指
導

八
実
地
指
導
¥

b運動機能検査寸 、医辛前検査寸 一一一一一一

1 ロ i1検査項日! 主な検孟内容
議別 l項 円 11--' 一一一一一一一L一 一一一一一
一一一一 -11尿 検 査 i尿縮。蛋白 ci持血@尿詑査等
筋力|握力・背筋)J i IIfrr夜*食査丁亘球数7血芭素量IX亨卜7子刀恒一一一

一 一一1 1 (空腹時)コレステロール値・血糖・総蛋白。 GPT等
|瞬発力|垂直M l i EFE「望日田町盃堕騒二
一一 1_'-""''''' 1.1+，，-，' 1 I~~医検査j片側カラ ν 撮影 1 
1柔軟性|体前屈・上体そらし呼吸機能ず努力性問F 最大事長重等一 一 l

J ←一一一一一一一一一一
l 一一 一一一一一一一一|胸部 X線検容明接100mm背腹方向 | 

!敏捷性 l反繍とび I~Ifii-=庄一視~5i:ー最大7闘、血圧(両両手了一 | 

可否両瓦一一i巴図日|間翠官官稿P i 

室蓬議室邑

⑨利用料金と利用できる日時

バ 子一石下て曜一百丁戻子 『
ラ〉

|事問丹空ぎ断語￥下 8，000円|月長瓦19不三;;jil
|事後検査指導 _:l_，_QOO !1第1. 培立~lil' 9:坦二立:0旦
仁五ヨζ重二福士豆J三二 200一|望号土星丘 ι00-15:00 

午前の音1)1午後の部
i種 別!料金|曜日 1-900--1百 :0百~

i 12: 001 16: 00 
|一一一一一一一一一一一一一寸一一 |月曜~念日程 1 0 I 0 | トレーニング主主 150円 |一←一一 |一一一一|--..，. = ........vl..J土曜・日曜 I x 

-下
1 %'JlliiJe:m I一般 3叫 | 

一

|普通使用品同 200月曜~金曜1. ~ 
-F 
I
温水 1 日 10 -|一一一

l 
H-5|古 1描ヂ.El ffji1二一Jl
I 一般 2001 I 
普通使用幅一校'~ì5õl 月曜~金曜 i 0 1 0 

itn.K I I，J己反|一百ol 一! 一一トー l 

I子 f;$:l-::-~眠函⑪土曜・日曜 x I コ
I~ 'TIその他I7 ， 0001~ __~_ __--'-__  

注 1.1小人」とは、小学校5年生以上中学校3年生以下の者をいう。
2・「専用Jの一般とは、主として「その他J以外の者が使用する場合をい
う01その他Jとは、主として高校生または小人が使用する場合をいう
3.0卸は開設日です。@印は厳寒期 (12月中旬-3月中旬)Iと限り管理
上変更することがあります。

ノレ

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
全
景
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戸
籍
の
謄
@
抄
本
リ

通
二
百
円

特
に
定
額
小
為
替

は
百
円
単
位
の
送
金

に
一
浅
利
で
、
千
円
以

下
の
送
金
の
一
時
へ
い
、

料
令
↑
は
わ
ず
か
十
円

で
す
。
な
お
、
郵
便
切
子
で
子
栄
料
を

納
め
る
乙
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

郵

便

に

よ

る

寵

求

は

ぺ
定
時
間
小
為
替
で
」

こ
の
ほ
ど
、
「
諸
手
数
料
令
が
改
正

さ
れ
、
五
月
一
日
か
ら
一
戸
川
滑
り
謄
@
抄

本
の
手
数
料
は
、
枚
数
に
関
係
な
く
一

通
に
つ
き
二
百
円
に
な
り
ま
す
。
改
訂

さ
れ
る
手
数
料
の
お
も
な
も
の
は
次
の

通
り
。
O
一
戸
籍
の
謄
・
抄
本
一
通
二
百
円

。
除
籍
の
謄
@
抄
本
一
通
三
百
円

。
戸
籍
簿
の
閲
覧
一
戸
籍
百
円

。
除
籍
簿
の
閲
覧
一
戸
籍
二
百
円

と
こ
ろ
で
、
一
戸
籍
の
謄
・
抄
本
な
ど

を
郵
便
で
請
求
す
る
と
き
は
、
必
ず
現

金
書
留
か
郵
便
局
の
定
額
小
為
替
で
子

数
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

りしお窪翠塁塁送還霊護主3

)芳
本

|キ

璽翠吾察玉喜覆霊箆嵩2ξ表き落翠冨露軍要

次
の
方
々
は
、
長
浜
町
の
消
防
活
動

に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
三
月
七
日

長
浜
中
学
校
で
行
な
わ
れ
た
五
十
一
年

消
防
団
出
ぞ
め
式
の
席
上
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
(
敬
称
略
)

H
団
員

H
〔
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
〕

功
績
章
リ
二
宮
義
徳
(
沖
浦
)
勤
続
い
す

H
久
保
一
光
(
沖
浦
)
門
燥
知
事
表
彰
〕

別
宮
久
夫
(
白
花
)
十
三
品
川
良
夫
(
沖

浦
)
円
「
帳
消
防
協
会
長
一
号
巴
浜
上
忠

泰
(
仁
久
)
山
下
准
実
(
黒
田
)
松
田

隆
雄
、
松
岡
寛
一
(
以
上
櫛
生
)
河
井

昭
回
目
(
出
海
)
藤
田
勝
馬
(
下
須
戒
)

久
保
田
奈
臣
、
山
本
怯
蔵
、
村
上
光

義
、
林
寓
美
雄
(
以
ト
十
日
滝
)
石
堂
栄

久
(
戒
川
)
門
郡
消
防
団
連
合
会
長
表

彰
〕
山
下
一
仁
、
上
田
正
志
、
亀
井
福

男
、
西
本
幸
雄
、
沢
井
謙
二
、
酒
井
国

盛謹霊童翠墨

心配ごと相談場所変わる

お「フ I';;シンクセンター」で
ま
で
長
浜
町
体
育
館
で
開
設
し

雄
、
谷
本
尚
光
、
松
旧
孝
ム
午
、
竹
田
謙

伸
、
河
内
正
(
以
上
民
浜
)
坂
本
敏

徳
、
渡
壁
国
保
(
以
仁
沖
浦
)
門
町
長

表
彰
】
日
高
照
友
、
加
藤
久
司
一
門
川

和
雄
、
高
田
満
気
、
福
田
初
夫
、
田
淵

頼
彦
(
以
上
長
浜
)
中
野
健
蔵
、
山
本

勝
利
(
以
上
黒
田
)
得
本
智
章
(
沖

浦
〉
久
保
常
浩
(
今
坊
)
山
本
安
広
、

田
中
堅
太
郎
、
山
本
多
喜
男
、
植
杉
岳

士
山
、
石
内
義
道
、
山
本
俊
光
、
宝
生
芳

心配こ、と相談が行われる
フィッシングセンター

て
い
ま
し
た
「
心
配
ご
と
相
談
」
は
、

四
月
か
ら
相
談
場
所
を
「
長
浜
フ
イ
ツ

シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
(
青
島
丸
給
者
場

の
近
く
)
に
変
更
し
ま
し
た
。

五
月
は
十
日
、
二
十
日
、
三
十
一
日

が
相
談
日
で
す
。
ど
利
用
く
だ
宍
ハ
パ
コ

一

警

察

署

員

異

動

大
洲
警
察
署
の
人
事
異
動
が
四
月
一

日
付
で
行
わ
れ
、
長
浜
町
管
内
の
警
察

官
ば
も
異
動
が
あ
り
次
の
通
り
と
な
れ

ま
し
た
。

長
浜
枇
一
行
事
官
派
出
所
所
長
赤
松
一
房
一
雄

所
員
平
田
富
隆

グ

守

田

頼

友

グ

河

野

由

敬

白
滝
警
察
官
駐
在
所
所
員
高
木
治
雄

大
和
警
察
肖
駐
在
所
所
員
上
甲
博
満

櫛
生
警
察
官
駐
在
所
所
民
間
野
善
男

表彰を受ける日員

正
、
兵
頭
豊
一
、
村
上
満
広
、
角
坂
健

氏
、
西
田
常
男
、
下
坂
忠
義
、
成
一
同
義

晴
(
以
上
櫛
生
)
大
塚
明
治
(
山
海
)

徳
田
昭
(
白
滝
)
西
宮
安
好
(
柴
)

H
H
一
般
協
力
者
H
H
〔
町
長
表
彰
〕
坪
内

三
芳
(
仁
久
)
菊
地
登
喜
生
(
秘
積
)

ハ
坪
内
さ
ん
は
、
こ
と
し
一
月
二
十
四

日
に
発
生
し
た
仁
久
山
林
火
災
の
際
、

通
行
中
火
災
を
発
見
、
協
力
し
て
消
火

に
努
め
ら
れ
、
山
火
事
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
た
乙
と
に
よ
り
、
菊
地
さ

ん
は
、
昨
年
十
二
月
二
十
三
日
に
発
生

し
た
下
須
戒
山
林
火
災
の
際
、
最
初
に

発
見
、
直
ち
に
消
火
活
動
し
、
大
火
に

な
ら
ず
未
然
に
防
ぐ
ζ

と
が
で
き
た
乙

と
に
よ
り
表
彰

V

岸
本
さ
ん
ら
時

公
民
館
研
究
大
会
で

次
の
方
々
は
、
公
民
館
の
役
織
を
長

年
勤
め
ら
れ
、
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
一
一
一
月
七
日
中
央
公
民
館

で
関
か
れ
た
第
九
回
公
民
館
研
究
大
会

の
席
上
、
長
浜
町
教
育
委
員
人
位
広
か
ら
表

哲fl

彰
さ
れ
ま
し
た
0

(

敬
称
略
)

岸
本
才
て
岸
本
秀
臣
、
私
悶
善
作

(
以
上
長
浜
)
掃
燃
明
(
青
島
)
矢
問

沢
衛
(
今
坊
)
高
田
軍
次
郎
、
峯
脇
藤

一
郎
(
以
上
櫛
生
)
片
山
福
良
、
中
国

明
(
以
よ
出
海
)
久
保
多
寿
子
(
豊

山
)
久
保
喜
久
子
(
白
滝
)
三
秋
捜
雄

注
美
恵
子
(
以
上
柴
)

冨

田

運

夫

さ

ん

一
長
浜
町
社
会
教
育
指
導
員
を
務
め
ら

れ
た
一
呂
田
運
夫
さ
ん
(
六
五
)
は
、
同

職
就
任
以
来
十
年
に
わ
た
り
、
教
育
者

と
し
て
の
確
固
た
る
信
念
に
徹
し
、
誠

心
誠
意
本
町
の
社
会
教
育
並
び
に
学
校

教
育
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
た
功
績
に

よ
り
四
日
一
目
、
長
浜
町
教
育
委
員
会

か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
o

久

保

七

郎

さ

ん

長
浜
町
誌
一
編
纂
会
事
務
局
長
を
務
め

ら
れ
た
久
保
七
郎
さ
ん
(
六
一
ニ
)
は
、

同
職
に
就
任
以
来
一
精
魂
を
傾
注
し
て

町
誌
編
集
に
尽
力
し
、
長
浜
町
の
歴
史

を
卸
彰
す
る
優
秀
な
町
誌
を
完
成
し
た

こ
と
に
よ
り
、
三
月
二
十
九
日
長
浜

町
体
育
館
で
聞
か
れ
た
長
浜
史
談
会
発

会
式
の
席
上
、
長
浜
町
誌
編
纂
会
長
、

育
所
ヘ

O
大
和
保
育
所
昭
和
五
十
年
度
母
の
会

:
・
電
気
洗
た
く
機
一
台
を
大
和
尽
育

所
へ

。
大
和
保
育
所
昭
和
五
十
年
度
卒
園
児

一
同
・
:
電
子
時
計
一
台
を
大
和
保
育

所
へ

。
沖
浦
保
育
所
昭
和
五
十
年
度
卒
園
児

保
護
者
一
周
・
:
記
念
樹
二
本
(
時
価

約
八
千
円
)
を
沖
浦
保
育
所
へ

長
浜
町
長
か
ラ
ロ
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。釜

口
(
打
旧
九
童

19 

人

次
の
児
童
は
、
よ
い
行
い
』
そ
し
て
い

る
こ
と
で
八
幡
浜
教
育
事
務
所
長
か
下
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

櫛
生
小
学
校
六
年
・
大
山
早
苗
八
保

育
所
に
遥
う
児
童
の
世
話
、
交
通
安
全

の
指
導
を
し
て
い
る

V

大
和
小
学
校
六
年
・
久
保
正
博
、
入

船
辰
男
、
矢
野
裕
子
、
岩
井
和
志
、
二

宮
ま
ゆ
み
、
内
石
和
子
八
お
宮
の
そ
う

じ
を
続
け
て
い
る

V

笠
茂
小
学
校
六
年
明
楠
野
修
治
、
橋

野
智
代
香
、
五
年
@
藤
田
恵
子
、
四
年

@
亀
岡
美
紀
、
二
年
o

楠
野
由
可
里
、

一
年
a

亀
岡
基
久
八
-
公
共
物
の
そ
う
じ

を
続
け
て
い
る

V
同
校
六
年
。
森
内
明

美
、
山
口
良
子
八
登
下
校
時
に
下
級
生

や
保
育
所
児
童
の
め
ん
ど
う
を
よ
く
み

て
い
る

V

白
滝
小
学
校
六
年
・
上
回
会
一
八
交

通
遊
園
の
そ
う
じ
を
続
け
て
い
る

V
同

校
六
年
・
西
上
比
呂
志
、
別
管
真
理
子

八
お
宮
や
お
堂
の
そ
う
じ
を
続
け
て
い

る

V戒
川
小
学
校
五
年
@
久
保
田
孝
子

八
お
宮
な
ど
の
そ
っ
じ
を
続
け
て
い
る

V



今

坊

今
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澄
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長
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司

長
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長
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和51年 5月号鹿置と竺圃

二
人
が
急
行
列
車
に
は
ね
ら
れ
、
一
人

は
死
亡
、
-
人
が
重
傷
と
い
う
悲
惨
な

事
故
が
お
き
ま
し
た
。

事
故
は
、
ち
土

7r」
し
た
油
断
、
か
ら

お
き
る
も
の
で
す
。

ζ

家
庭
一
二
「
ね
路

は
遊
ば
な
い
」
と
い
っ
し
つ
け
も
大
切

で
す
し
、
幼
稚
聞
や
小
学
校
で
も
ど
指

導
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

①
線
路
や
鉄
橋
ば
一
歩
か
な
い

②
線
路
の
近
く
で
遊
ば
な
い

③
線
路
に
右
や
物
を
置
か
な
い

③
列
車
に
石
や
物
を
校
げ
な
い

⑤
踏
切
で
は
必
ず
止
っ
て
列
車
が
↓
一
れ
な

い
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
渡
る

以
上
、
五
つ
の
こ
と
が
ら
を
-
ぜ
ひ

実
行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ど
協
力
く
だ

にい。

昭
和
五
十
一
年
度
の
長
浜
町
の
ム
「
『
而

予
算
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
の
で
、
で

き
る
だ
け
や
さ
し
く
、
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
欝
闘
し
て
み
た
の

で
す
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
参
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
切
な
こ
と
で
、
す
の

で
せ
め
て
概
要
だ
け
で
も
汲
み
取
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ご
ら
ん
の
通
り
本
号
は
、
ほ
と
ん
ど

が
議
会
関
係
記
事
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
回
す
か
ら
は
ま
た

い
つ
も
の
企
画
で
、
皆
さ
ん
に
も
登
壇

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

新
入
学
一
年
生
、
社
会
人
一
年
生
の

皆
さ
ん
も
元
一
気
に
学
び
、
励
ま
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
o

五
月
は
暑
過
ぎ
ず

寒
過
ぎ
ず
一
番
返
し
や
す
い
と
き
。
『
笠

に
は
コ
イ
ノ
ボ
リ
が
泳
ぎ
、
野
山
に
は

色
と
り
ど
り
の
町
花
・
サ
ツ
キ
が
咲
き

乱
れ
て
い
ま
す
。
乙
ん
な
と
き
が
編
集

室
に
と
っ
て
も
一
番
取
材
に
出
か
け
や

す
い
と
き
。
そ
の
節
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

o
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例
年
、
春
さ
き
か

ら
夏
に
か
け
て
子
ど

も
が
屋
外
に
出
て
遊

ぶ
機
会
が
ふ
え
、
線

路
遊
び
を
し
て
、
列

車
を
止
め
た
り
、
線

路
に
石
や
物
を
置
い

た
り
寸
〆
る
事
故
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

同
鉄
四
国
総
局
管

内
で
は
、
昨
年
の
四

月
か
ら
こ
と
し
の
二

月
ま
で
に
、
線
路
遊
び
ゃ
線
路
を
歩
い

て
い
て
列
車
を
止
め
た
事
故
以
二
十
四

件
ー
も
あ
り
、
そ
の
う
ち
八
人
が
死
亡
、

七
人
が
大
ケ
ガ
を
し
ま
し
た
。

小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
は
、
い
た
ず
ら

が
好
き
な
う
え
に
、
汽
車
や
自
動
車
な

ど
動
く
も
の
に
興
味
を
も
っ
て
い
ま

す
。
つ
い
、
先
日
も
予
讃
線
の
讃
岐
塩

屋
駅
の
線
路
で
遊
ん
で
い
た
幼
稚
園
児

3
月
間
回
出
分
(
敬
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)
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典久?完
勝昇政信夫督

昨
日
一
一

裕
子
幸
恵
寿
美
有
美

日
間
子

人 口世

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

帯減

明環務夜空マ?中止i志

風薫る五)'J、人i副ψ生存i己は最

も快適な季節を迎えてまずはど同

慶、この自然の清さうるわしさは

どうだF ざまあ見やがれグと叫び

出したくなる時候だが……企さて

ζ こで考えて見る乙と一つあり。

自然保護、環境保全は今や世をあ

げての合い言葉、これに反対する

気は毛顕なpが一この合三葉をillト

ばなくても白然はおのずかι美し
い。然るにこと δ らにIUIはれては

るゆえんはこうしなければ人間の

命がむし!王まれ更には欠われζ恐

れをいましめてのことであろう

&人聞が夫われることほど寂しい

ものはない。それはお互い人間仲

間であるからだ。しかしその失わ

れ方にもいろいろあることを我々

はよくよくかみしめて見なけれは

ならない A 合併した当時の長浜

町の人口 2万 5百人、昭和51年

現在の人口 1万 3千人、 21年間の

人口マイナス 7手厚百人、乙れも

長浜町にとってはうぞわれた人の致

であるふ人口の自然増加率〆壬加

えれば疫に L万人を注す有能な生

産年齢人口を失ったことになりは

しないか ι 物事はプ面fこ、け心理

論や感情で割り切ってはいけない

あちら倶IJからもこちら日[りから在、

反対側からも平等に眺めて判断

し、最良の道を選ぶ乙とが』子じん

で、長浜町の発展にとっては死な

ないことと併せて転出させない ζ

とも両方真剣に考えないとだめだ

と知るべきである。

広報な

報?

区芝笠窪護霊


